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新型コロナウイルス感染症の最近の感染状況 

資料１ 

令和２年７月８日 
京都府新型コロナウイルス感染症対策本部  



資料１－３ 感染者の状況（累計） 

累積患者数 

 退院・勧告解除 入院中 宿泊施設 自宅療養 死亡 調整中 

413 353 32 3 0 18 7 

令和２年７月7日現在 
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感染者の状況(1日当たりの患者発生数） 
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～20歳代
53%

～20歳代
24%

30歳代
19%

30歳代
15%

40歳代
11%

40歳代
10%

50歳代
15%

50歳代
15%

60歳代
13%

70歳代以上

2%

70歳代以上
23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

361～413例目

１～360例目

～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

重症者18人（5％）

重症者0人（0％）

(～6/15)

(6/16～７/7)

資料１－３ 感染者の年齢別割合 
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資料１－３ 地域別感染者数 

京都市
69%

京都府
31%

京都府/京都市 感染者割合

府360例目までで計算 

山北
61%乙訓

18%

山南
7%

南丹

4%

中丹西

4%

中丹東

3%
丹後

3%

府保健所別の感染者割合

京都市
69%

京都府
31%

京都府/京都市 感染者割合

4



1月30日～6月15日判明分（360名） 

6月16日～7月7日判明分（53名） 
        
 飲食を伴う会合   20名(52.6%) 
 同居者              7名(18.4%) 
 職場・友人等     11名(29.0%) 
 感染経路不明       15名 
         ※（  ）内は感染経路不明を除く割合 

 6月15日までの新規陽性者のうち、感染経路が明らかな250例では、同居者が85名（34.0%）と最も多
く、職場や飲食を伴う会合を含めると155名（62.0%）、また、ハイリスクの方が多い医療機関や高齢者
施設での発生は57名で22.8%を占める。 

  同居者 職場 
飲食を伴う
会合 

医療機関 
高齢者 
施設 

海外 
友人/ 
知人等 

ライブ 
クルーズ
船 

その他 
感染経路
不明 

人数 85 39 31 38 19 12 11 4 1 10 110 

新規陽性者の感染経路 

同居家族等 
34.0% 

職場 
15.6% 

飲食を伴う

会合 
12.4% 

医療機関 
15.2% 

高齢者施設 
7.6% 

海外 
4.8% 

友人/ 

知人等 
4.4% 

ライブ 
1.6% 

クルーズ船 
0.4% 

その他 
4.0% 

感染経路不明を除く内訳 5



資料１－３ 医療体制の充実 

病床使用率（宿泊施設を含む） 

  
入院 

（療養者） 
病床数 病床使用率 

入院患者ピーク時 
（４月１７日） 

９６人 １８６床 51.6% 

重症患者ピーク時 
（４月２２日） 

１２人 ６８床 17.6% 

療養者ピーク時 
（４月１７日） 

１６５人 
病床＋施設 

２５４床 
65.0% 

   現在 
   （７月７日） 

３２人 ４３１床 7.4% 

４２人 
 

病床＋施設 
７６９床 

5.5% 

  うち重症者 0人 86床 0.0% 
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資料１－３ ＰＣＲ検査体制の充実 

ＰＣＲ検査数
（７日間移動平均）

陽性者数
（７日間移動平均）

帰国者・接触者
外来数

検査センター数 ＰＣＲ検査能力

新規陽性者ピーク時
（４月７日　１７人）

101
（94.29）

17
(11.71)

31 0 260

療養者ピーク時
（４月１７日　１６５人）

193
(134.29)

11
(8.86)

41 0 260

現在
（７月５日）

105
(141.00)

1
(3.71)

46 2 550※

※8月末には670検体
　検査可能となる見込

ＰＣＲ検査の推移
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現在の感染状況の評価 

 【現在の感染状況の評価】 
 ６月中旬以降の発生状況を見ると 
 
 ① 広範囲の地域で感染者が見られるわけではなく、多くの事例がその感 
   染経路が追跡でき、また、家族内感染もしくは二次感染で留まっている。 
  
 ② 10代から30代が53人中38人(72%)と若者が多く、軽症者が多い。 
 
 ③ ３月下旬から４月にかけての流行時期と比べ、検査体制や医療体制が 
   充実している。  
   
  こうしたことなどから、感染はコントロールできていると考えられる。 
 
  今後の発生動向を注視する必要がある。 

8



基準の検証について 

資料２ 

令和２年７月８日 
京都府新型コロナウイルス感染症対策本部  
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現行の行動自粛の再要請基準  

指標 

*⑤以外は７日間移動平均値 

緩和判断基準 

*全て満たすことが必要 

*連続７日間下回ることが必要 

注意喚起基準 

*全て満たした場合、注意喚起の

内容等を総合的に判断し実施 

*緊急事態宣言解除後に限る 

行動自粛の再要請基準 

*いずれかを満たした場合、再要請の

内容等を総合的に判断し実施 
分析

事項 

内容 

 

感 

染 

状 

況 

①新規陽性者数 ５名未満 ２名以上 ５名以上 

②新規陽性者の 

前週増加比 

－ １以上 
２以上 

（注意喚起基準を満たす場合に限る） 

③新規陽性者における

感染経路不明者数 

２名未満 １名以上 ２名以上 

④PCR検査陽性率 ７％未満 － ７％以上 

医
療
提
供
体
制
状
況 

⑤重症者*病床使用率 

*人工呼吸器又は ECMOを使用中の者 

20％未満 － 20％以上 
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新規陽性者数

新規陽性者数（７日間移動平均）

人

3月28日 2.43

4月7日 11.71

5月3日 5.29

7月4日 3.71

3月31日 6.00

6月29日 2.00

行動自粛要請基準

新規陽性者５名以上

注意喚起基準

新規陽性者２名以上

資料１－３ 指標① 新規陽性者数(7日間移動平均) 

▶注意喚起基準（２名以上）を上回ったのは、３月28日（2.43名）、行動自粛要請基準（５名以上）を３月31日（6.00名）から、 
 ５月３日（5.29名）まで上回る。 
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新規陽性者数 前週増加比

病床数

人（増加比） 病床数

ホテルヴィスキオ稼働

緊急事態措置期間

人（増加比）

新規陽性者数（７日間移動平均）が１

人を下回っているにも関わらず、前

週増加比は第１波のピーク時と同水

準まで上昇。

病床数

平安ホテル稼働

新規陽性者数（７日間移動平均）

が0.14人であるにも関わらず、前

週増加比が１を超える。

緊急事態措置期間

行動自粛要請基準

前週増加比２以上

注意喚起基準

前週増加比１以上

3月26日 3.25

4月6日 2.30
6月19日 2.00

資料１－３ 指標② 新規陽性者数の前週増加比 

▶行動自粛要請基準（２以上）は、３月26日（3.25）から、４月６日（2.30）まで上回る。 
▶最近の感染においては、新規陽性者が少ないにもかかわらず、６月19日（2.00）に基準を上回り、第１波のピーク時と同水準
まで上昇している。 
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注意喚起基準
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4月4日 2.29
4月27日 2.14

3月30日 1.00 6月29日 1.00

資料１－３ 指標③ 新規陽性者における感染経路不明者数 

▶注意喚起基準（１名以上）を上回ったのは、３月30日（1.00）、行動自粛要請基準（２名以上）は、４月４日（2.29）から、４月27日
（2.14）まで上回る。 
▶最近の感染においては、注意喚起基準を６月29日（1.00）に上回った。 
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PCR検査陽性率７％以上

資料１－３ 指標④ PCR検査陽性率（７日間移動平均） 

▶行動自粛要請基準（7.0%以上）は,３月27日（7.0%）から、４月22日（7.7%）まで上回っており、現在は３%程度で推移している。 
▶PCR検査対応件数は、３月末時点で260件、現在は550件と、その対応件数は大幅に充実している。 
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指標⑤ 重症者病床使用率 

▶行動自粛要請基準（20%以上）は超えることなく、重症者病床使用率の最大は４月22日、12床（17.6%）であった。 
▶受入病床数は、４月22日時点では213床のうち重症者病床は68床であったが、現在は431床のうち重症者病床は86床となって 
 おり、医療体制は充実している。 
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病床使用率 51.6％ 
病床・宿泊療養使用率 65.0％ 

４/22 

7月7日時点 
病床使用率       ：7.4% 
病床・宿泊療養使用率 ：5.5% 
重症者病床使用率   ：0.0% 

行動自粛要請基準 
重症病床使用率20％以上 
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資料１－３ 帰国者・接触者相談センターにおける相談件数の推移 

▶４月１３日に最大（1,363件）となり、その後減少に向かっていたが、６月に入って以降はほぼ横ばいで推移している。 
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基準の見直しについて 

令和２年７月８日 
京都府新型コロナウイルス感染症対策本部  

資料３ 
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基準の見直しについて 

【基本的な考え方】 

○ 医療提供体制（431床）、PCR検査体制（550件／日）ともに充実してきており、 さらに、第２波に備え、今後の感染
拡大に十分に対応できる医療提供体制、PCR検査体制を拡充。 

 

○ 新しい生活様式の浸透や感染拡大予防ガイドラインの実施、接触確認アプリの運用開始等、感染拡大予防の
取組が進展。 

 

○ これらの状況の変化を踏まえ、実際の感染の発生状況に応じたよりきめ細やかな対応を図るため、基準を見直
す。 

 
【新たな基準の方向性】 
 ① 「注意喚起基準」「警戒基準」「特別警戒基準」の三段階の基準とする。 
 

② 基準は、感染拡大の兆候を捉える「新規陽性者数」「感染経路不明者数」と、医療体制のひっ迫度を示す「重症
者病床使用率」を指標とする。 

   なお、新規陽性者数の増加傾向やPCR検査の陽性率も併せて確認する。 
 
③ 対策内容は、専門家の意見を聴取の上、感染経路、感染地域、PCR検査及び医療体制の状況等を勘案し、総合
的に判断する。 
 

【想定される対策】 

 ・「注意喚起基準」： 感染拡大の兆候を早期に把握し、府民、事業者等に幅広く注意喚起 

   ・「警戒基準」： 感染の早期封じ込めのための対策、医療提供体制の更なる拡充 等 

   ・「特別警戒基準」： 感染拡大防止のための行動制限を伴う対策  等 
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新たな基準 

注意喚起基準 警戒基準 特別警戒基準 

・新規陽性者２名以上 
かつ 

・感染経路不明者１名以上 
 

・新規陽性者５名以上※ 
かつ 

・感染経路不明者２名以上 
又は 

・重症者病床使用率20％以上 
 

※ 国が示した社会への協力要請を行うべ
き基準（新規陽性者１０名以上）を超える場

合などは、対策を強化 

 
 

・新規陽性者20名以上 
又は 

・重症者病床使用率40％以上 

 
 

※国とも調整の上、全国状況も踏まえて
対策を判断（緊急事態宣言発令時等） 

 
 

 
【留意点】 
・「重症者」は、人工呼吸器又はECMOを使用中の者とする。 
・新規陽性者数（感染経路不明者数含む。）は、直近７日間の移動平均値とする。 
・基準の運用に当たっては、新規陽性者数が前週より増加傾向にあるか（前週増加比１以上）や、PCR検査の陽性率（７日間移動平
均）を併せてモニタリングする。 
・基準に該当した場合には、専門家の意見を聴取の上、感染経路、感染地域、PCR検査の状況、医療体制の状況等を勘案し、対策
内容を総合的に判断する。 
・基準該当後も、状況を継続的にモニタリングし、状況に応じたきめ細やかな対応を図る。 
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警戒レベル 注   意 警    戒 特別警戒 

運用方針 

感染拡大の兆候を早期に把握し、府民、

事業者等に幅広く注意喚起 

専門家会議の助言等を踏まえ、感染状況等に

応じた対策を総合的に判断 

 

※１０人／日（国が示した社会への協力要請を

行うべき基準：２．５人／１０万人・週）に達した

場合は、さらに対策を強化 

専門家会議の助言等を踏まえ、近隣府県とも

連携し、対策を総合的に判断 

 

※国とも調整の上、全国状況も踏まえて対策を

判断（緊急事態宣言発令時等） 

想定される

対策 

 

① 感染防止の３つの基本（身体的距離     

の確保、マスクの着用、手洗い）の徹

底や働き方の新しいスタイルの実践

等、新しい生活様式の実践 

② 感染拡大予防ガイドライン等に基づく

感染防止策の徹底を呼びかけ 

③ 府の緊急連絡サービス（こことろ）、国

の接触確認アプリ等の活用を呼びか

け 

① 新しい生活様式の徹底と、重症化リスクの

ある方や社会福祉施設等の感染防止対策

の強化 

② 感染が発生した施設及び疑いのある施設の

利用者等への検査受診の呼びかけ、利用

時の注意喚起 

③ 感染が発生した業種及びイベント開催時に

ガイドライン遵守と接触確認アプリ等の導入

の徹底 

④ 重症患者対応医療機関への再受入要請、

医療入院コントロールセンターへのDMAT派

遣要請など医療体制の強化 

⑤ 保健環境研究所への人的派遣や保健所等

へのリエゾン、保健師等の派遣による体制

強化  等 

① 感染拡大防止に必要と考えられる施設等の

利用自粛、施設等の休止 

② 府県間移動の自粛 

③ イベントの自粛 

④ 医療関係団体等に対する重症患者対応医

療機関への人材支援  等    

 

 

 

 

 

段階的対策 
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